
白鷹町重要要望事業②
平成23年度採用白鷹町職員を募集します③
国民年金のお知らせ④
しらたかプレミアム商品券発売⑥
まちづくり町政座談会を開催します⑦

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　人 権 花 植 え　　―　おもいやりの心　―
　６月３日、東根小学校で人権擁護委員の指導による「人権花植え」が行われました。人権擁護委員からその活動内容など

の説明を受け、「きれいな花を植えることで思いやり・やさしい心を育んでほしい」と言葉をかけられていました。参加した

４年生26人は、それぞれにサルビアなどをプランターに植栽し、重いものはお互いに助け合って運ぶ光景も見られました。
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平
成
23
年
度�

白
鷹
町
重
要
要
望
事
業

　

﹁
重
要
事
業
要
望
﹂
は
白
鷹
町
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の

骨
格
と
な
る
重
要
な
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
が
着
実
に

実
現
す
る
よ
う
国
や
県
に
対
し
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
重
要
事
業
と
し
て
要
望
し
て
い
る
主
要
な

項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
地
方
財
源
の
確
保
充
実
に

つ
い
て

　

本
町
の
よ
う
な
財
政
力
の
弱
い

過
疎
の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、

地
方
交
付
税
制
度
の
持
つ
機
能
の

堅
持
及
び
総
量
の
確
保
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

②
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用
拡

大
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
存
続
に
向

け
、
山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営

改
善
に
係
る
財
政
支
援
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

③
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る

支
援
拡
充
に
つ
い
て

　

本
町
で
平
成
20
年
度
か
ら
導
入

し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る
財

政
支
援
（
市
町
村
総
合
交
付
金
制

度
）
の
見
直

し
と
拡
充
に

つ
い
て
要
望

し
て
い
ま
す
。

④
鷹
山
地
区
県
営
基
盤
整
備

事
業
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

萩
野
地
内
で
は
、
農
地
の
基
盤

整
備
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
非
効

率
な
作
業
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
事
業
の
早
期
着
工
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

⑤
基
幹
水
利
施
設
改
修
の
早

期
着
工
に
つ
い
て

　

設
置
か
ら
20
数
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
し
た
鮎
貝
排
水
機
の
早
期

改
修
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

⑥
水
頭
沼
た
め
池
等
整
備
の

早
期
着
工
に
つ
い
て

　

漏
水
の
発
生
や
堤
体
の
脆
弱
化

が
進
み
、
た
め
池
と
し
て
の
機
能

が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
た
め
、

災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
の

安
定
経
営
を
図
る
た
め
に
本
事
業

の
早
期
着
工
に
つ
い
て
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

⑦
浅
立
地
区
県
営
基
盤
整
備

事
業
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

浅
立
地
区
の
５
㌃
区
画
の
圃
場

に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
作
業
が

で
き
る
よ
う
、
基
盤
整
備
の
早
期

着
工
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

⑧
荒
砥
橋
整
備
の
早
期
着
工

に
つ
い
て

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
東
西
地

域
の
連
携
強
化
、
交
流
拡
大
を
図

る
た
め
に
重
要
な
橋
で
あ
り
、
山

形
県
道
路
中
期
計
画
「
山
形
の
み

ち
し
る
べ
２
０
１
８
」
の
代
表
事

例
箇
所
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
荒
砥

橋
整
備
の
早
期
着
工
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

⑨
国
道
２
８
７
号︵
菖
蒲
地

内
︶の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

国
道
２
８
７
号
は
、
広
野
、
畔

藤
バ
イ
パ
ス
、
荒
砥
中
央
通
り
拡

幅
、
下
山
地
内
と
整
備
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
菖
蒲
地
内
に
つ
い
て

は
依
然
と
し
て
急
カ
ー
ブ
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
早
期
改
修
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

⑩
県
立
高
等
学
校
の
再
編
整

備
に
つ
い
て

　

荒
砥
高
等
学
校
は
本
町
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
教
育
機
関
で

あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
高

校
で
あ
る
こ
と
か
ら
存
続
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

国道 287 号（菖蒲地内）

荒  砥  橋

デマンドタクシー

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３

浅立地区の田んぼ
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平
成
23
年
度
採
用

白
鷹
町
立
病
院
職
員

　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す

◇
職
種　

薬
剤
師

◇
募
集
人
員　

１
人

◇
受
験
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２

　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

　

薬
剤
師
の
資
格
を
お
持
ち
の
か

　

た
、
ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見

　

込
み
の
か
た

◇
職
種　

看
護
師

◇
募
集
人
員　

若
干
名

◇
受
験
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２

　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

　

看
護
師
の
資
格
を
お
持
ち
の
か

　

た
、
ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見

　

込
み
の
か
た

◇
応
募
先

　

〒
９
９
２

－

０
８
３
１

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
５
０
１　

　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局　

※
受
験
案
内
・
申
込
用
紙
を
郵
便

　

請
求
す
る
場
合
は
、
１
２
０
円

　

切
手
貼
付
の
角
型
２
号
封
筒
を

　

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

事
務
局
（
☎
85

－

２
１
５
５
）

◇
初
級
行
政
職

︹
高
校
卒
業
程
度
︺

　

◎
若
干
名

◇
上
級
行
政
職

︹
大
学
卒
業
程
度
︺

　

◎
若
干
名

　

募
集
職
種
及
び

　

採
用
予
定
人
員

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
。

※
た
だ
し
、
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は

　

平
成
23
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

　

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

　

大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平
成
23
年
３
月

　

ま
で
卒
業
見
込
み
の
か
た

　
　

受　

験　

資　

格

︻
試
験
日
及
び
会
場
︼

◇
第
１
次
試
験
…
９
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

長
井
市
立
長
井
南
中
学
校

◇
第
２
次
試
験
…
10
月
中
・
下
旬
（
予
定
）

︻
受
験
申
込
受
付
期
間
︼

　
　
　
　

６
月
14
日
（
月
）
～
８
月
６
日
（
金
）

︻
試
験
内
容
︼

◇
第
１
次
試
験

・
上
級
行
政
職
…
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、　　

　
　
　
　
　
　
　

職
場
適
応
性
検
査
、
作
文
試
験

・
初
級
行
政
職
…
教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査
、

　
　
　
　
　
　
　

作
文
試
験

◇
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験

︻
提
出
書
類
︼

①
白
鷹
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
及
び
住
民
票
抄

　

本
（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
か
た
は
、
外
国
人

　

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

※
申
込
書
は
総
務
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（h
ttp://w

w
w

.tow
n.sh

irataka.lg.jp/

）

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
タ

　

テ
４
㌢
×
ヨ
コ
３
㌢
、無
帽
、
上
半
身
、
正
面
）

※
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

（
８
月
６
日
必
着
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

　

〒
９
９
２

－

０
８
９
２

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３

　

☎
85

－

６
１
２
０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
２
８

平
成
23
年
度
採
用
白
鷹
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

未来の白鷹を担う

若い力求む！
写真：平成 22 年度採用職員



免除の対象となる所得のめやす

世帯構成 全額免除（若年者納付猶予） ４分の３免除 半額免除（学生納付特例） ４分の１免除

４人世帯
（夫婦と 16 歳未満の子２人） １６２万円　 ２３０万円　 ２８２万円　 ３３５万円　

２人世帯
（夫婦２人） ９２万円　 １４２万円　 １９５万円　 ２４７万円　

単身世帯 ５７万円　 ９３万円　 １４１万円　 １８９万円　
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国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か
た
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
、
老
後
や
万
が
一
の
時
に
年
金
を
受
け
取
る
国
の
社
会
保

障
制
度
で
す
。
免
除
制
度
や
改
正
さ
れ
た
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
、
所

得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
ど
う

し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
期
間
は
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
は
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
も
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
申
請
は
７
月
か

ら
受
付
開
始
で
す
。
保
険
料
を
収

め
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金の

お
知
ら
せ

み
な
さ
ん
、

ご
存
知
で
す
か
？

法
定
免
除　

　

生
活
扶
助
や
障
害
年
金
を
受
け

て
い
る
と
き
に
届
出
を
し
た
場
合

申
請
免
除
�
学
生
�
除
�
�

　

保
険
料
を
納
め
る
の
が
経
済
的

に
困
難
な
と
き
に
申
請
を
し
て
、

承
認
さ
れ
た
場
合

○
申
請
者
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者

や
世
帯
主
の
か
た
も
所
得
基
準
の

範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
一
部
が
免
除
承
認
さ

れ
た
場
合
は
、
残
り
の
保
険
料
を

納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
に
な

り
、
受
給
資
格
・
年
金
額
と
も
に

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

生
じ
た
場
合
に
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
承
認
さ
れ
た
ら

必
ず
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
方
法

町
民
課
戸
籍
年
金
係
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
退
職
（
失
業
）
し
た
か
た
が
申

　

請
す
る
場
合
は
、
退
職
し
た
こ

　

と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用

　

保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被

　

保
険
者
離
職
票
な
ど
の
写
し
）

　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

若
年
者
納
付
猶
予

　

30
歳
未
満
の
か
た
で
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
方
法

町
民
課
戸
籍
年
金
係
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
期
間

　

申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
７
月
に
申
請
す
る
場

合
に
限
り
、
前
年
の
７
月
か
ら
６

月
分
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
も
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
て
い

る
か
た
が
、
引
き
続
き
免
除
の
申

請
を
さ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
限

り
７
月
に
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

学
生
�
保
険
料
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
れ
ば
在
学
期
間
中
の
保
険
料

が
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
・
定
時

制
・
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
特
例
期
間
は
、
年
金
を
受

け
る
た
め
の
必
要
な
期
間
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
が
、
年
金
額
の
計

算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

※
一
般
の
申
請
免
除
は
、
学
生
に

　

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法

　

町
民
課
戸
籍
年
金
係
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
証
の
写
し
、
在
学
証
明
書

　

の
写
し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
期
間

　

４
月
か
ら
そ
の
翌
年
３
月
ま
で

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

■国民年金に関する問い合わせ　町民課　戸籍年金係（☎85－6129）



保険料免除等と年金給付の関係

納付 全額免除 一部納付 若年者納付猶予
学生納付猶予特例 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間に算入
されるか？）

○
（されます）

○
（されます）

△
（されます＊）

○
（されます）

×
（されません）

老
齢
基
礎
年
金

受給資格期間に
算入されるか？

○
（されます）

○
（されます）

△
（されます＊）

○
（されます）

×
（されません）

年金額に反映さ
れるか？

○
（されます）

○
（されます）

※２分の１（国庫
負担分）が反映さ
れます

△
（されます＊）

４分の３免除→　８分の５反映
半額免除　　→　４分の３反映
４分の１免除→　８分の７反映

×
されません

×
（されません）

　　６月 23 日（水）　　　11月 24日（水）

　　７月 28 日（水）　　　12月 22日（水）

　　８月 25 日（水）Ｈ 23　１月26日（水）

　　９月 22 日（水）　　　２月 23 日（水）

　　10 月 27 日（水）　　　３月 23 日（水）
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平成22年度
『移動年金相談日』のごあんない

＊減額された保険料を納付した場合。納付しないと未納と同じになり、受給資格・年金額ともに反映されません。
※将来受け取る年金額を増額するために、申請免除・若年者納付猶予・学生納付特例の期間については、10 年以
　内であればさかのぼって保険料を納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けた翌年度から起算して３年目以降は加算金がつきます。

〈相談日〉

●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　午後１時～１時30分
●開始時刻　午前10時～、午後１時～
●会　　場　中央公民館１・２研修室（２階）
　※会場は都合により館内別室になる場合があります。
　　ロビーの案内板をご確認ください。
●内　　容　年金のことならどんなことでも
■主　　催　国民年金機構米沢事務所
　　　　　　（☎0238－22－4220）

平日夜間及び休日の
年金相談のお知らせ

　毎月第２土曜日（受付時間：午前９時30分～午後
４時）は、県内の国民年金機構などを開庁して年金相
談を実施していますので、ぜひご利用ください。また、
毎週月曜日は、受付時間を午後７時まで延長して実施
しています。
※ご相談の際は、年金手帳を持参ください。
※年金手帳を持参できない場合は、免許証など身分　
の証明できるものを持参ください。

　
平成22年度の保険料・年金額です

【国民年金保険料】
　月額　15,100円
　（毎月の保険料の納付期限は翌月末日）
【年金額】
　老齢基礎年金　満額　792,100円
　障害基礎年金　１級　990,100円　２級　792,100円

年
金
記
録
の
回
復
に
伴
っ
て
年
金（
時
効
特
例
給
付
）

が
支
払
わ
れ
た
か
た
に
物
価
上
昇
分
の
加
算
金（
遅

延
加
算
金
）
が
支
払
わ
れ
ま
す

　

年
金
記
録
の
回
復
に
伴
っ
て
、
過
去
５
年
よ
り
も

以
前
の
分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
支
払
い
し
て
い
ま
す

が
、
遅
延
加
算
金
法
（
平
成
22
年
４
月
30
日
施
行
）

に
よ
り
、
当
時
の
年
金
（
時
効
特
例
給
付
）
が
現
在

価
値
に
見
合
う
額
に
な
る
よ
う
、
物
価
上
昇
相
当
分

を
遅
延
加
算
金
と
し
て
お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
か
た

�
平
成
21
年
�
月
30
日
以
前
�

�
�

時
効
特
例
給
付
�
支
払
�
�
�
�
�

�
平
成
21
年
�
月
�
日
以
降
�

�
�

時
効
特
例
給
付
�
支
払
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
支
払
�
�
�
�
�

●
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
４
月
30
日
か
ら
５
年
以
内
に
ご
請
求
く

　

だ
さ
い
。

●
請
求
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
自
動
的
に
手
続
き
が
行
わ
れ
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
請
求
が
必
要
な
か
た
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

　

が
送
ら
れ
ま
す
。

※
一
定
の
条
件
を
満
た
す
ご
遺
族
の
か
た
も
、
遅
延

　

加
算
金
の
お
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
遅
延
加
算
金
の
額
や
手
続
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は 

　

年
金
事
務
所（
☎
０
２
３
８

－

22

－

４
２
２
０
）

　

ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０

　

－

05

－

１
１
６
５
）︿
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分
﹀）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



好評につき第３弾！

前回は即日完売！
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　平成22年３月30日、食料・農業・農村基本計画（以
下「基本計画」。）が閣議決定されました。
　基本計画は、食料・農業・農村に関し、政府が今
後10年程度を見通して取り組むべき方針を定めたもの
です。平成11年に成立した「食料・農業・農村基本法」
に基づくもので、５年ぶり３回目の策定となります。
　農業・農村が有する多面的機能は、すべての国民が
その恩恵を享受している一方で、安価な輸入農産物の
浸透や需要を上回る生産などにより農産物価格が低迷
するなど、個々の農業者の努力だけでは克服しがたい
状況にあります。このため、新たな基本計画では、国
民一人ひとりの理解と行動のもと、「国民全体で農業・
農村を支える社会」の創造を目指すことが必要と宣言
しています。
▼具体的な宣言内容
❶「戸別所得補償制度」により、意欲あるすべての農
　業者が農業を継続し、経営発展に取り組める環境を

　整備する。
❷農業と第２・３次産業の融合などにより、農山漁村
　に由来するあらゆる資源と産業を結びつけ、地域ビ
　ジネスの展開と新たな業態の創出を促す「農業・農
　村の６次産業化」を推進する。
❸「後始末よりも未然防止」の考え方を基本とし、生
　産から消費までの各段階における取り組みの拡大を
　進め、　国産農林水産物や食品の安全性の向上を図り、
　消費者の食に対する信頼を確保する。
❹これらを基本に、さまざまな施策を一体的に推進す
　ることにより食料自給率50％の達成を目指す。

　今後、この基本計画に基づき、農業・農村の活力を
取り戻し、「食」と「地域」の早急な再生を図ることと
しています。全文は農林水産省ホームページに掲載し
ていますので御一読ください。
■担当　産業振興課農業振興係（☎85－6127）

新たな「食料・農業・農村基本計画」の概要について

▼
セ
ッ
ト
数　

３
０
０
０
セ
ッ
ト

▼
購
入
数　

一
人
あ
た
り
５
セ
ッ

ト
ま
で
（
１
セ
ッ
ト
ご
と
に
お
求

め
い
た
だ
け
ま
す
。）

▼
販
売
日　

６
月
27
日
（
日
）
～

▼
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
。

▼
販
売
場
所　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

白
鷹
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
（
鮎

貝
地
区
公
民
館
）

▼
利
用
期
間 　

 
６
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

 

～
8
月
31
日
（
火
）

▼
対
象
商
店
な
ど

　

商
品
券
で
の
お
買
い
物
は
、
ポ

ス
タ
ー
の
貼
っ
て
あ
る
お
店
で
ど

う
ぞ
。
詳
し
く
は
、
20
日
（
日
）

の
朝
刊
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

︻
注
意
事
項
︼

◎
Ｕ
Ｃ
商
品
券
、
各
種
商
品
券
、

　

ビ
ー
ル
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

　

ド
な
ど
の
金
券
等
を
購
入
す
る

　

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
利
用
期
間
を
過
ぎ
る
と
利
用
で

　

き
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
商
工
会

︵
☎
85

－

０
０
５
５
︶

し
ら
�
か

�
�
�
�
�
商
品
券 

発
売
！

1,000 円の商品券が、11 枚（１セット）で 10,000 円！
1,000 円お得な商品券です。
　　利用期間　2010/6/27（日）～ 8/31（火）

　

白
鷹
町
商
工
会
で
は
、
第
３
弾

と
な
る
町
内
で
使
え
る
期
間
限
定

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
売
し

ま
す
。

　

今
回
は
お
一
人
様
５
セ
ッ
ト
ま

で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

６
月
23
日
～
29
日
は

﹁
男
女
共
同
参
画
週
間
﹂で
す

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
話

そ
う
、
働
こ
う
、
育
て
よ
う
。
い

っ
し
ょ
に
。」
男
女
が
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
、
喜
び
も
責
任

も
分
か
ち
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

こ
の
期
間
に
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

関
連
事
業

○
平
成
22
年
度
置
賜
地
域

男
女
共
同
参
画
講
座

テ
ー
マ
﹁
私
は
走
り
続
け
る
﹂

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
も
っ
と
も
っ

と
元
気
に
す
る
た
め
に
！

▼
講
師　

宮
原
美
佐
子
氏

（
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ

　

ラ
ソ
ン
日
本
代
表
）

▼
い
つ　

６
月
23
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
中
央
公
民
館

▼
入
場
料　

無
料
。
た
だ
し
、
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
入
場
整
理
券
取
り
扱
い

　

南
陽
市
中
央
公
民
館
ま
た
は

　

南
陽
市
民
体
育
館

▼
そ
の
他　

臨
時
託
児
所
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

南
陽
市
中
央

公
民
館（
☎
０
２
３
８

－

50

－

１
１
４
０
）
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ま
ち
づ
く
り

町
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

昨
年
度
に
お
い
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

第
５
次
町
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
言
を

い
た
だ
き
、
計
画
の
基
本
構
想
を

策
定
し
、
現
在
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
計
画
の

主
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
、
保

育
園
・
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調

整
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

対
象
者
は
？

次
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
す
か
た

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

　

職
し
た
か
た
（
離
職
日
時
点
で

　

65
歳
未
満
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　

も
し
く
は
特
定
理
由
離
職
者
と

　

し
て
失
業
給
付
を
受
け
る
か
た

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お

　

持
ち
の
か
た
で
、
雇
用
保
険
受

　

給
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い

　

る
離
職
理
由
の
番
号
が

「
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、

　

32
、
33
、
34
」
の
か
た

※
特
例
受
給
資
格
者
証
、
高
年
齢

　

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
か

　

た
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

軽
減
の
内
容
は
？

　

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分

の
30
と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
の
対
象
期
間
は
？

　

離
職
の
翌
日
の
属
す
る
年
度
か

ら
、
そ
の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

で
す
。

※
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
課
税
分

　

は
軽
減
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
す
る
に
は
？

　

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
離
職
日
と
離
職
理

由
の
確
認
の
た
め
「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」
の
原
本
と
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
税
務
出
納
課
❹
番

窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課
町

民
税
係
（
☎
85

－

６
１
３
２
）

◎
な
お
、
こ
の
申
請
を
行
っ
た
場

合
、
高
額
療
養
費
・
高
額
介
護
合

算
療
養
費
な
ど
を
判
定
す
る
際
の

所
得
に
つ
い
て
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
国
保
医

療
係
（
☎
85

－

６
１
３
０
）

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
倒
産
・
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
で

離
職
し
た
か
た
の
国
民
健
康
保
険
税
が
、
申
請
に
よ
り
軽

減
さ
れ
ま
す
。

地区 日　程 時　間 会　場

蚕 桑 ７月13日（火） 午後７時30分～９時 蚕桑地区公民館

鮎 貝 ７月22日（木） 〃 鮎貝地区公民館

荒 砥 ７月16日（金） 〃 荒砥地区公民館

十 王 ７月26日（月） 〃 十王地区公民館

鷹 山 ７月15日（木） 〃 鷹山地区公民館

東 根 ７月23日（金） 〃 東根地区公民館

整
備
な
ど
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、
次
の
日
程
で
「
町

政
座
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

昨年開催された「まちづくり座談会」の様子

ま
ち
づ
く
り

国
保
税

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
お

年
寄
り
の
肺
炎
の
原
因
の
中
で
最

も
頻
度
の
高
い
「
肺
炎
球
菌
」
と

い
う
細
菌
に
よ
る
肺
炎
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。（
全
て
の
肺
炎

に
有
効
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。）

　

１
度
接
種
す
る
と
５
年
以
上
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

接
種
費
用
は
７
０
０
０
円
か
ら

１
万
円
程
度
で
す
が
、
そ
の
う
ち

の
３
０
０
０
円
を
町
で
助
成
し
ま

す
。

▼
対
象　

町
内
に
お
住
ま
い
で
、

70
歳
以
上
の
か
た

※
た
だ
し
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満

　

の
か
た
で
持
病
な
ど
が
あ
り
、

　

医
師
が
接
種
を
認
め
た
か
た
も

　

対
象
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
に

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

　

種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
た

　

が
対
象
で
す
。

▼
手
続
き　

助
成
を
受
け
る
に
は
、

町
が
発
行
す
る
助
成
券
が
必
要
で

す
。
助
成
券
の
発
行
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
健
康
福
祉
課
窓
口
に

印
鑑
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）
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白
鷹
山
�
交
流
�
深
�
�
�
�

�

白
鷹
山
頂�
�
�
�
��
�
�
�
開
催

　５月13日、白鷹虚空蔵尊祭礼（白鷹山頂
サミット）が行われました。白鷹山周辺市
町の関係者が多数集まり、白鷹山の環境整
備や観光振興などについて意見が交わされ
ました。ヤングサミットでは、鷹山小など
４校の児童約100人が参加し、自分たちで
作った名刺を使ってお互いに交流を深め、
「白鷹山をいつまでもきれいにし、出会っ
たみんなと仲良くし、また来年も会いまし
ょう！」と力強く宣言しました。

　５月18日、東根小学校付近の宝山山頂で、
みどりの少年団結団式が行われました。新
しく入団した４年生26人に団員の証しであ
る帽子とスカーフが授与されました。式の
あとは、県職員のかたを講師に山頂に自生
する植物などについて分かりやすく説明を
受けていました。身近な自然に触れ、その
大切さをあらためて実感したのではないで
しょうか。みどりの少年団は、一年を通し
てさまざまな活動を行います。

自
然
�
親
�
�
共
生
�
�

�

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験

豊
�
�
自
然
環
境
�
守
�
�
��

�

不
法
投
棄
合
同
�
�
�
�
�

　５月19日、不法投棄合同パトロールが行
われ、町衛生組合連合会の役員や警察、行
政など約20人が町内４カ所の現場を確認し
ました。昨年と比較して改善した箇所もあ
りましたが、生活日常品やタイヤなどのゴ
ミが、人目につかないところに多数捨てら
れていました。現在、県内に30箇所ある不
法投棄のうち、町内では１カ所が登録され
ています。ゴミを捨てる現場を見つけた場
合は、町や警察に通報してください。

　５月９日、福祉コンサート「第19回おか
えりなさいコンサート」が蚕桑地区公民館
で行われ、町内外の福祉施設利用者による
歌や踊り、バザーなど準備されました。こ
ぶし一座による「もう一つの水戸黄門」で
は、アドリブなども交えた演技に、２００
人を越す観客からは大きな拍手と笑い声が
絶えませんでした。このコンサートは、多
くの団体・個人のボランティアにより行わ
れています。

多
�
�
�
�
�
�
�
�
�
支
�
�
�

�

第
19
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
開
催

藍
綬
褒
章
を
受
賞

　

新
野
美
代
子
さ
ん（
鮎
貝
）

　

平
成
22
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、

新
野
美
代
子
さ
ん
が
調
停
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
藍
綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
野
さ
ん
は
昭
和
61
年
か
ら
現

在
ま
で
の
24
年
間
、
調
停
委
員
と

し
て
離
婚
・
相
続
問
題
な
ど
（
家

事
調
停
）
や
、
土
地
・
サ
ラ
金
問

題
な
ど
（
民
事
調
停
）
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
の
調
停
に
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
人
権
擁
護
委
員
や
白
鷹
高

等
専
修
学
校
の
理
事
な
ど
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
調
停
委
員
と
し
て
活
動

さ
れ
る
新
野
さ
ん
は
、「
公
平
中
立

の
立
場
で
努
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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　５月下旬、山口地区と中山・萩野・十王
地区で教育旅行の受け入れが行われまし
た。それぞれの地区で昨年と同じ千葉県の
中学３年生（総勢108人）を受け入れ、農
作業などを体験。２日間という短い期間で
したが、中学生は受け入れ家庭との絆を深
め、お別れ会ではお互いに「お世話になり
ました」「また来いよ！」など声をかけ合
い、涙を流す場面も見られました。両地区
とも今年が２年目の受け入れでした。

農
作
業
�
体
験
�
�
�
�
�

�

中
学
生�
教
育
旅
行
��
受
�
入
�

　５月23日、十王青年の集まりの会（小松
寛幸会長）による「桜植樹式」が山峡グラウ
ンドで行われました。同会はこれまで、「十
王雪まつり」などに携わってきましたが、
若者の輪を広げ、地域活性化につながる活
動を行いたいということから、今回初めて
の企画が実現しました。当日は、約80人が
参加し、植樹のあとに全員で「さくら（森
山直太朗）」を合唱。来年以降は十王区全
体で花見を行う予定ということです。

若
�
人
�
力
�
地
域
活
性
化
�

�

十
王
地
区
�
�
桜
�
�
植
樹
式

一
面
�
�
�
�
畑
��

�

愛
犬
�
一
緒
�
�
�
�
�
�
�

　５月22日と23日の２日間、どりいむ農園
の水田で「れんげ畑ドッグラン」が行われ
ました。２日間で県内外から約100頭の犬
が訪れ、レンゲの上を駆け回り、飼い主と
楽しそうに遊んでいました。会場にはフ
ードプロジェクトが開発したおからクッキ
ーのドッグフードも振る舞われていました。
どりいむ農園では、「エコ米」を作るため肥
料となるレンゲを植え始めて今年が３年目。
ドッグランは初めての試みでした。

期間：６月～７月末まで

※
同
時
開
催　

紅
花
の
里
特
別
企
画
展

　
﹁
白
鷹
産
ブ
ラ
ン
ド
繭
Ｋ
・
Ｍ
誕
生
か
ら
絹
糸

そ
し
て
織
物
ま
で
展
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
催　

布
四
季
庵
ヨ
ネ
オ
リ

荒砥駅前交流施設資料館
展示品を模様替えしました

項　目 件数

情報公開請求 ４件

情報公開等決定 ４件

情報公開不服申立 ０件

個人情報開示等請求 ０件

個人情報開示等決定 ０件

個人情報保護不服申立 ０件

平
成
21
年
度
情
報
公
開
条
例

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運

用
状
況
を
公
開
し
ま
す
。

▼
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
～

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

▼
根
拠
条
項　

白
鷹
町
情
報
公
開

条
例
第
26
条
・
個
人
情
報
保
護
条

例
第
39
条

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が

平
成
16
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
行
政
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
及
び

適
正
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
・

利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

（
☎
85

－

６
１
２
０
）
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＊
敬
称
略

山
形
県
知
事
表
彰

○
金
条
章　
　
　

第
五
分
団

○
特
別
功
労
章

　

第
四
分
団　
　

副
分
団
長　

原
田　
　

純

　

第
五
分
団　
　

副
分
団
長　

小
形　

一
美

○
功
労
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

馬
場　

範
之

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

横
澤　

俊
和

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

佐
藤　

貴
博

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

小
関　

一
哲

　

第
四
分
団　
　

部　

長　

小
関　

敦
広

　

第
四
分
団　
　

部　

長　

伊
藤　

孝
義

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

大
木　

正
明

○
功
績
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

中
川　

洋
一

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

鈴
木　

広
貴

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

白
田　
　

悟

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

山
口
陽
一
郎

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

五
十
嶺
英
幸

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

髙
橋　

義
和

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

菅
間　
　

務

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

鈴
木　

一
浩

○
精
練
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

橋
本　

秀
和

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

金
田　
　

修

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

大
滝　
　

忍

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

古
名　

直
人

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

樋
口　

秀
人

　

第
三
分
団　
　

副
部
長　

栗
原　

一
執

　

第
三
分
団　
　

副
部
長　

松
澤　

和
也

　

第
五
分
団　
　

副
部
長　

新
野　
　

昭

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

大
滝　
　

淳

○
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

第
三
分
団　
　

分
団
長　

芳
賀　

繁
範

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

丸
川　

憲
康

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

中
野　
　

孝

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

齋
藤　

正
人

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

沼
澤　
　

浩

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

青
木　

浩
二

○
消
防
団
活
動
貢
献
事
業
所
感
謝
状

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
光
園

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
功
績
章

　

第
五
分
団　
　

分
団
長　

橋
本　

忠
敬

○
精
績
章

　

第
二
分
団　
　

分
団
長　

大
滝　

丈
夫

山
形
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
優
良
章

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

鈴
木　

広
貴

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

児
玉　

和
弘

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

丸
川　

和
幸

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

樋
口　

知
一

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

村
上　

博
之

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

長
岡　

茂
美

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

五
十
嶺
裕
也

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

紺
野　

重
幸

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

藤
守　

真
一

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

笹
原　
　

智

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

小
形　
　

守

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

大
滝　
　

武

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

平
山　

達
道

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

佐
藤　

和
広

○
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　

平　
　

盛
和

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

金
田　
　

敬

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

相
模　

敏
浩

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

渋
谷　

茂
美

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

村
上　

伸
一

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

梅
津　

守
一

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

　

第
三
分
団　
　

分
団
長　

影
澤　

勝
宏

　

第
五
分
団　
　

分
団
長　

橋
本　

忠
敬

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

中
川　

洋
一

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

金
田　

利
之

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

小
林　

勝
良

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

板
垣　
　

亮

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

大
瀧　

俊
秀

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

伊
藤　

一
義

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

片
倉　

健
博

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

佐
藤　

敏
宏

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

横
澤　

良
一

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

須
貝　

広
行

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

宍
戸　
　

仁

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

安
部　

博
幸

消
防
関
係
表
彰
者
�
�
�
�
�

　

６
月
６
日
、
春
季
消
防
演
習
に
お
い
て

　
　
　
　
　

表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

春 季 消 防 演 習

東中学校グラウンド
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第
三
分
団　
　

団　

員　

木
口　

克
俊

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

川
村　

朋
弘

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

田
中　

良
紀

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

小
形　
　

仁

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

鈴
木　

徳
則

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

青
木　

正
浩

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

村
上　

一
茂

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

鈴
木　

広
貴

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

佐
藤　

貴
博

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

五
十
嶺
英
幸

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

佐
藤　

吉
剛

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

長
岡　

弘
之

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

樋
口　

昌
幸

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

樋
口　

伸
也

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

五
十
嵐
政
紀

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

今
野　

友
博

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

菅　
　
　

進

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

岡
部　

秋
彦

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

軽
部　
　

学

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

迎
田　

一
昭

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

大
類　

信
二

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

山
川　

久
雄

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

横
澤　
　

修

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

菅
原　
　

勉

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

舩
山　

一
浩

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

船
山　

浩
二

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

○
優
良
機
関
表
彰

　

第
一
分
団
第
一
部
第
三
班

○
優
良
消
防
団
員
表
彰

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

金
子　

晋
也

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

黒
田　
　

哲

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

大
嶋　

勝
浩

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

岡
部　

健
史

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

後
藤　
　

元

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

長
谷
部
英
寿

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

大
滝　

賢
次

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

樋
口　

直
樹

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

竹
田　

秀
一

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

衣
袋　

智
也

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

鈴
木　

邦
広

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

柴
田　

宏
幸

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

海
老
名
祐
介

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

川
部　

敏
晴

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

鈴
木　

雄
二

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

加
藤　

博
之

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

上
田
健
一
郎

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

菅
原　
　

勝

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

梅
津　

智
彰

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

髙
橋　
　

守

○
優
良
運
転
手
表
彰

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

金
田　

浩
明

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

菅　
　
　

悟

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

土
屋　

功
司

白
鷹
町
長
感
謝
状

○
幹
部
退
団
者
（
班
長
以
上
の
幹
部
）

　

元
第
一
分
団　

分
団
長　

丸
川　

幸
記

　

元
第
五
分
団　

分
団
長　

橋
本　

忠
敬

　

元
第
四
分
団　

副
分
団
長　

原
田　
　

純

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

板
垣　
　

亮

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

宍
戸　
　

仁

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

安
部　

博
幸

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

船
山　

浩
二

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

菅　
　
　

進

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

小
林　

勝
良

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

横
澤　

良
一

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

菅
間　

健
一

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

鈴
木　

秋
広

○
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
）

　

元
第
三
分
団　

団　

員　

岩
崎　

謙
一

○
消
防
団
協
力
事
業
所

　

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
南
山
形

○
一
般
協
力
者

　

東
北
部
品
株
式
会
社
山
形
工
場

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

○
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
の
団
員
）

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

大
宮　

孝
幸

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

赤
間　

俊
平

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

黒
澤　
　

拓

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

五
十
嶺
恒
志

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

大
滝　

智
治

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

菅
原　

文
和

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

土
屋　

貴
博

第三分団による梯子乗り火災ぼうぎょ訓練 あらと保育園児の行進
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「知事と語ろう市町村ミーティング in しらたか」

　　吉村知事と語ろう　まちづくりを！
　吉村山形県知事が白鷹町を訪れ、町づくりの課題や県政全般について県民の意見の
交換をおこなう「知事と語ろう市町村ミーティング in しらたか」が開催されます。こ
の機会に知事と地域や生活の課題について意見交換をしてみませんか。多くのかたの
参加をお待ちしています。
　入場は自由ですが、会場の都合もありますので、事前にお申し込みください。

　▼い　つ　　７月27日（火）　午後６時30分～午後８時30分
　▼どこで　　文化交流センター「あゆーむ」
　▼申込方法　６月30日（水）まで氏名、町内名、電話番号（質問やご意見など発言を予定されるかたは、その
　　　　　　　内容を添えて）を総務課情報係にお知らせください。
　▼定　員　　１８０人
　▼その他　　託児サービス（無料）を実施します。希望するかたは事前にお申し込みください。
　■申込・問い合わせ　総務課情報係（☎85－6121）

�
�
�
�

　

今
月
よ
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
生

活
を
守
る
た
め
、「
く
ら
し
の
豆

知
識
コ
ー
ナ
ー
」を
連
載
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
安
心
で

安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
情
報
を
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
悪
徳
商
法
の
中
か
ら

「
点
検
商
法
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

︻
点
検
商
法
︼
と
は
？

◎
点
検
す
る
と
い
っ
て
家
に
上
が

り
込
み
、「
布
団
に
ダ
ニ
が
い
る
」

「
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
が
あ
る
」
な

ど
と
不
安
を
あ
お
っ
て
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る
こ
と
で

す
。

事
例
①
…

「
布
団
を
無
料
点
検
す
る
」
と
業

者
が
来
訪
し
た
の
で
見
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、「
ダ
ニ
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
買
い
替
え
た
ほ
う
が
い

い
」
と
言
わ
れ
、
高
額
な
布
団
を

買
う
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

事
例
②
…

「
水
道
局
か
ら
来
ま
し
た
。
水
道

水
の
点
検
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
家
に
上
が
り
込
み
、
水
道
水
に

薬
品
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ
、「
水

が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
水

を
飲
ん
だ
ら
体
に
悪
い
」
な
ど
と

言
わ
れ
、
不
安
に
な
り
、
勧
め
ら

れ
る
が
ま
ま
に
浄
水
器
を
購
入
し

て
し
ま
っ
た
。

※
他
に
も
、「
床
下
」「
住
宅
」「
電

　

話
」「
地
デ
ジ
」「
換
気
扇
」
な

　

ど
の
点
検
を
装
う
場
合
が
あ
る

　

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

業
者
が
、
①
「
無
料
点
検
に
来

た
」
と
言
っ
て
家
に
上
り
込
み
、

商
品
の
購
入
を
勧
誘
す
る
。
②
訪

問
販
売
で
、
消
費
者
が
１
回
断
っ

た
に
も
関
わ

ら
ず
、
再
び

訪
問
し
て
勧

誘
す
る
。

と
い
う
行
為

は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い

ま
す
。

︻
点
検
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に
︼

●
は
っ
き
り
断
る

　

必
要
な
け
れ
ば
、
早
い
段
階
で

は
っ
き
り
「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」

と
断
り
ま
し
ょ
う
。「
結
構
で
す
」

「
い
い
で
す
」
な
ど
の
曖
昧
な
返

事
で
は
契
約
し
た
こ
と
に
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
よ
く
考
え
て
か
ら
契
約
す
る

　

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
話
と
、
契
約

書
や
請
求
額
が
違
う
こ
と
も
あ
る

の
で
、
そ
の
場
で
は
契
約
は
し
な

い
で
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
時

間
を
置
い
て
考
え
、
１
人
で
は
な

く
家
族
な
ど
と
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

︻
も
し
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
…
︼

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
な
ど

で
、
契
約
し
て
か
ら
で
も
解
約
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、町
民
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
町

民
課
く
ら
し
環
境
係
／
☎
85

－

６
１
３
１
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.1

　

無
料
点
検

　
　

で
す
か
ら
�

　
　

で
す
か
ら
�

困ったなぁ…

知事と語ろう市町村ミーティング in しらたか

参加者募集
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佳
作　

太
陽
の
恵
み
に
勝
る
知
恵
は
な
い　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

太
陽
を
背
に
受
け
な
が
ら
散
歩
道　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

太
陽
の
か
が
や
き
に
似
た
子
の
笑
顔　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

天
真
の
曾
孫
太
陽
家
和
む　
　
　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

太
陽
に
向
か
っ
て
土
筆
勢
揃
い　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

雨
上
が
り
太
陽
見
え
る
有
り
難
さ　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

太
陽
の
恵
み
忘
れ
て
愚
痴
を
言
う　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

太
陽
の
沈
む
浄
土
に
母
眠
る　
　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

太
陽
の
拝
め
る
位
置
で
生
き
て
き
す　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

人
生
の
節
目
太
陽
眩
し
過
ぎ　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

若
き
日
の
湖
畔
の
入
り
日
鮮
明
に　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

太
陽
の
恵
み
の
日
々
に
感
謝
す
る　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

秀
句　

太
陽
の
よ
う
な
笑
顔
で
暮
ら
し
た
い　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

二
日
酔
い
朝
の
太
陽
目
に
し
み
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

本
間　

義
康

〃　
　

喜
怒
哀
楽
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
陽
を
浴
び
る　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

太
陽
が
真
っ
赤
だ
今
日
も
元
気
で
す　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

太
陽
の
恵
み
に
感
謝
野
良
仕
事　
　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

太
陽
の
恵
み
豊
か
な
花
の
郷　
　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

過
疎
地
に
も
陽
は
均
等
に
降
り
注
ぐ　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

若
き
日
の
太
陽
今
も
胸
に
あ
る　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

太
陽
の
季
節
待
て
な
い
青
り
ん
ご　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

〃　
　

地
の
果
て
も
平
等
に
照
る
陽
の
光　
　
　
　

高　

玉　

片
倉　

時
美

五
客　

太
陽
と
仲
の
よ
い
子
の
一
等
賞　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

明
る
さ
と
笑
顔
職
場
の
太
陽
さ　
　
　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

太
陽
を
浴
び
た
野
菜
に
味
が
あ
る　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

太
陽
の
味
が
足
り
な
い
冬
い
ち
ご　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

太
陽
に
吠
え
た
若
き
日
懐
か
し
む　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

人
位　

太
陽
の
恵
み
を
受
け
て
農
に
生
き　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

地
位　

初
孫
の
笑
顔
我
が
家
の
太
陽
だ　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

天
位　

太
陽
の
恵
み
大
地
は
生
き
て
い
る　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

軸　
　

命
残
照
沈
む
夕
陽
に
掌
を
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子　

次
回　

「
祈
る
」
六
月
末
ま
で
。「
カ
ル
テ
」
七
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　

町
報
川
柳　
　
　

「　

太
陽　

」　　

新
野
三
拍
子　

選

「かみなり」

Ｂちゃん「昨日、うちさ“かみな　

　　　　　り”きたんだよー」

Ｃちゃん「えっ！うちには“かみな

　　　　　り”来なかったよー！」

Ｂちゃん「Ｃちゃんのうち、遠いか

　　　　　ら来なかったんだよね」

あらと保育園

　

子
ど
も
に
伝
え
た
い
た
い
せ
つ

な
も
の
。
こ
の
話
を
聞
い
た
あ
と
、

必
ず
子
ど
も
を
抱
き
し
め
た
く
な

り
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
29
日
（
火
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

（
午
後
６
時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

▼
定
員　

２
０
０
人

▼
入
場
料　

無
料
。
た
だ
し
、
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
入
場
整
理
券
取
り
扱
い

　

教
育
委
員
会
、
中
央
公
民
館

　

各
地
区
公
民
館
、
パ
ワ
ー
セ
ン

　

タ
ー
白
鷹

▼
そ
の
他　

会
場
駐
車
場
が
満
車

　

の
場
合
、
荒
砥
小
学
校
へ
の
ご

　

案
内
と
な
り
ま
す
。 

　

託
児
サ
ー
ビ
ス
有（
要
事
前
申
込
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

◇
過
去
の
講
演
会
参
加
者
の
感
想

○
自
分
が
子
育
て
し
た
時
期
を
思

　

い
出
し
、
い
ま
や
る
べ
き
こ
と

　

を
感
じ
ま
し
た
。

○
次
世
代
に
つ
な
ぐ
、
行
き
る
た

　

め
の
食
の
大
切
さ
、
こ
こ
ろ
の

　

育
て
方
、
母
親
の
大
き
な
役
割

　

を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

内
田
美
智
子
氏
講
演
会

　

「
こ
こ
」
～
食
卓
か
ら
始
ま
る
生
教
育
～

内田美智子氏プロフィール

助産師。大分県竹田市生まれ。国立
小倉病院付属看護助産師科卒。福岡
県子育てアドバイザー。福岡県社会
教育委員。昭和63年から産婦人科
医の夫と内田産婦人科医院を営みな
がら、生と死を見つめてきた。九州
を拠点に「生」「性」「いのち」「食」
をテーマに全国で講演活動を展開。
子どもの心の育ちの中での食の大

切さを伝え続け
ている。著書に
「 こ こ 」「 い の
ち を い た だ く 」

（西日本新聞社）
など。

す
べ
て
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
に
関
係
す
る
か
た
、

　

こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
か
た
に
ぜ
ひ
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
講
演
で
す
。

平
成
22
年
度
白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
①

おばあちゃんとの会話

Ｄちゃん「おばあちゃん、わたし、

　　　　　相談があるんだけど…」

おばあちゃん「なあに？」

Ｄちゃん「わたしパパと結婚したい

　　　　　んだけど…　ママはどう

　　　　　したらいい？」

「結婚するには…」
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白鷹町健康増進計画〔元気ニコニコしらたか21〕では公共施設禁煙100％を目指しています。
町と元気ニコニコ推進会議は「公共施設禁煙」を推進するために下記のような活動をしています。

“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画

６ 月 は 受 動 喫 煙 防 止
キ ャ ン ペ ー ン 月 間 で す ！

年　度 活　動　状　況 公共施設禁煙状況

平成 15 年
白鷹町健康増進計画
　「元気ニコニコしらたか 21」策定

10 施設（保育園、小学校等）で禁煙実施

平成 16 年
元気ニコニコ推進会議発足
　禁煙・分煙推進ポスター作成

10 月 1 日、役場・健康福祉センター・町立病院が全面禁煙

平成 17 年 禁煙・分煙推進ポスターを公共施設へ掲示する活動（元気ﾆｺﾆｺ推進会議と荒砥高等学校協働活動）

平成 18 年
公民館・分館への禁煙アンケート
　しらたかまち禁煙マップ”06

中央公民館施設内禁煙、一部地区公民館分煙

平成 19 年 公民館・分館への禁煙アンケート（～ H21） 役場・地区公民館等、28 施設が禁煙

平成 21 年 公民館・分館への禁煙アンケート 地区公民館（６）、分館（９）禁煙分煙中

　

喫
煙
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
、

血
流
を
悪
く
す
る
た
め
、
血
圧

を
上
げ
て
血
管
に
負
担
を
か
け

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、

結
果
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
も

助
長
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
で
は
特
定
保
健
指

導
の
機
会
に
喫
煙
習
慣
改
善
を

目
的
と
し
て
白
鷹
町
立
病
院
の

芦
澤
医
師
に
ご
講
話
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
�
月
31
日
�
世
界
禁
煙
�
ー
』

『
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
は
禁

煙
週
間
』、『
６
月
は
受
動
喫
煙
防

止
対
策
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月

間
』
で
す
。

　

５
月
31
日
か
ら
１
カ
月
間
は
日

本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
で
き
れ

い
な
空
気
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な

い
人
も
一
緒
に
タ
バ
コ
問
題
に
つ

い
て
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

タ
バ
コ
を
長
年
吸
う
こ
と
に
よ

り
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
な
ど
の

危
険
性
が
高
く
な
り
、
青
少
年
期

に
吸
い
始
め
る
と
、
よ
り
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
制
定
さ
れ
た
健
康

増
進
法
に
「
公
共
施
設
の
受
動
喫

煙
防
止
」
が
規
定
さ
れ
、
タ
バ
コ

問
題
を
個
人
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

社
会
環
境
問
題
と
し
て
、
対
策
を

講
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
、
家
族
、
地
域
の
受
動
喫

煙
防
止
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

※公民館、分館は子どもからお年寄りまで利用する、町民みなさんの一番身近な公共施設です。

○喫煙が体に与えるメリットはひとつもない。

○脳卒中、心筋梗塞、の発症リスクが高い。

○喫煙は肺がんだけでなく、全身のがんの原因

　になる。

○慢性閉塞性肺疾患の原因の90％が喫煙による。

○タバコを吸っている本人より、吸っていない

　まわりへの影響（副流煙の害）がはるかに大

　きい。

○妊婦さんは、まわりがタバコを吸う環境にあ

　るだけで胎児へ与える影響（早産や未熟児や

　知能に障害が生じる）が大きくなる。

○家族が換気扇の下で吸っても吸わない家庭に

　比べ、子どもの体内に入るニコチン量は3.2倍。

○受動喫煙がなくなれば、子どもの急性呼吸器

　疾患は激減する。

○喫煙することで喫煙者顔貌（しわが多く、歯

　がヤニで黒くなるなど）や声がれなど美容に

　与える影響も大きい。

①
行
動
パ
タ
ー
ン
の
変
容

　

ど
ん
な
と
き
に
吸
い
た
く
な
る

の
か
考
え
る
（
食
後
に
吸
い
た
く

な
る
→
食
後
さ
っ
と
席
を
立
つ
、

起
床
後
吸
い
た
く
な
る
→
起
床
後

の
行
動
の
順
番
を
変
え
る
な
ど
）。

②
環
境
を
改
善
す
る

　

環
境
を
一
新
す
る
（
煙
草
・
ラ

イ
タ
ー
・
灰
皿
を
処
分
す
る
、
禁

煙
し
て
い
る
こ
と
を
ま
わ
り
に
言

う
な
ど
）。

③
代
償
行
動
を
と
る

　

タ
バ
コ
を
吸
う
代
わ
り
に
別
の

こ
と
を
す
る
（
深
呼
吸
、
氷
水
や

温
か
い
お
茶
を
飲
む
、
軽
い
運
動

を
す
る
、
歯
み
が
き
を
す
る
な

ど
）
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
！

禁煙するには！

分館（76か所）の禁煙・分煙実施率
平成15年　 ０％
平成21年　12％（検討中11カ所）

きれいな空気で健康生活！

公民館・分館の全面禁煙に取組みましょう！

芦澤医師のお話



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

5 月　7 日 御祝 5,000 全国土地改良功労者表彰（金賞）受賞祝賀会

5 月 13 日 御祝 3,000 商工会建木部会通常総会

5 月 14 日 御祝 3,000 商工会工業部会通常総会

5 月 17 日 御祝 3,200 さくらの日

5 月 17 日 御祝 3,200 鞍置八幡神社春季例大祭

5 月 17 日 御祝 3,200 皇太神社例大祭

5 月 17 日 御祝 3,400 羽黒神社例大祭

5 月 18 日 御祝 3,000 商工会商業サービス部会通常総会

5 月 24 日 御祝 5,000 長井・西置賜地域シルバー人材センター総会

5 月 24 日 御祝 5,000 西置賜地区保護司会白鷹分会総会

5 月 28 日 御祝 3,000 観音寺観音堂・稲荷神社（深山）例大祭

計 40,000 ●1�　　 広報しらたか　2010.6.14●1� 　　 広報しらたか　2010.6.14 ●1�　　 広報しらたか　2010.6.14●1� 　　 広報しらたか　2010.6.14

５月の町長交際費

　平成22年５月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　

年
齢
を
重
ね
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
顔
な
じ
み
の
関
係
を

保
ち
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
に
生

活
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
地

域
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
続
け
た

い
。

　

認
知
症
の
家
族
を
抱
え
て
も
、

地
域
や
周
囲
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

安
心
し
て
生
活
し
た
い
。

　

こ
れ
は
、
白
鷹
町
に
暮
ら
す
多

く
の
人
の
願
い
で
す
。

　

環
境
を
変
え
ず
に
親
し
い
人
の

介
助
を
受
け
生
活
す
る
こ
と
は
、

近
所
の
友
人
と
行
き
来
で
き
た
り
、

趣
味
を
続
け
ら
れ
た
り
と
張
り
の

あ
る
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
の

大
き
な
役
割
を
も
つ
で
し
ょ
う
。

　

長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い
介

護
生
活
で
は
、
適
度
な
息
抜
き
が

何
よ
り
大
切
で
す
。
最
初
か
ら
全

力
疾
走
を
し
て
い
て
は
、
介
護
者

も
高
齢
者
本
人
も
す
ぐ
に
疲
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
お
互
い
に
自
分
の

ペ
ー
ス
を
つ
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、

大
切
な
こ
と
は
心
の
余
裕
を
も
つ

こ
と
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
上

手
に
利
用
し
て
、
互
い
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
時
間
を
作
っ
た
り
、

多
く
の
人
と
会
話
す
る
時
間
を
と

っ
た
り
し
て
、
高
齢
者
本
人
も
介

護
者
も
笑
顔
で
す
ご
せ
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
す
す
め
の
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

●
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）

　

日
帰
り
で
昼
食
・
入
浴
な
ど
行

い
、
支
援
・
見
守
り
あ
る
環
境
で

安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
要
介
護
・
要
支
援
認
定
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

●
デ
ィ
ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）

　

安
心
・
安
全
な
環
境
で
専
門
家

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
運
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
帰
り
で
、

昼
食
・
入
浴
が
で
き
ま
す
。
要
介

護
・
要
支
援
認
定
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ（
短
期
入
所
）

　

施
設
に
宿
泊
し
、
安
心
な
環
境

で
見
守
り
を
受
け
な
が
ら
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
介
護
・
要

支
援
認
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
（
訪
問
介
護
）

　

自
宅
に
訪
問
し
て
生
活
介
助
や

身
体
介
助
を
行
な
い
ま
す
。
要
介

護
・
要
支
援
認
定
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●
地
域
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
事
業

　

単
身
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
世

帯
な
ど
に
、
簡
単
な
操
作
で
通
報

・
連
絡
な
ど
で
き
る
機
器
を
設
置

し
ま
す
。
自
己
負
担
、
所
得
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

徘
徊
し
て
し
ま
う
高
齢
者
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
（
位
置
確
認
装
置
）
機
器
を

貸
し
出
し
し
ま
す
。
自
己
負
担
、

所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

要
介
護
３
以
上
の
か
た
、
認
知

度
Ⅲ
以
上
の
か
た
の
介
護
者
を
対

象
に
、
日
帰
り
・
一
泊
旅
行
を
行

な
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

毎
月
第
四
木
曜
日
開
催
。
認
知

症
の
家
族
同
士
が
悩
み
や
相
談
を

物
忘
れ
�
認
知
症
の
高
齢

者
と
�
の
家
族
を
支
援
す

る
「
介
護
�
ー
�
ス
」

話
し
合
い
ま
す
。
今
月
は
、
６
月

24
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
物
忘
れ
相
談
事
業

　

精
神
科
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
左
記
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

物
忘
れ
相
談
を
開
催
し
ま
す

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

７
月
２
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
、
そ
の
家
族

▼
相
談
医　

吉
川
順
さ
ん
（
吉
川

記
念
病
院
院
長
）

▼
料
金　

無
料

▼
申
込
方
法　

予
約
制
の
た
め
、

事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
を
い
た

だ
き
日
程
を
調
整
し
ま
す
。（
時
間

の
都
合
上
、
１
回
３
人
程
度
）

▼
締
め
切
り　

６
月
25
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）
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催　し

第
16
回
白
鷹
紅
花
ま
つ
り

　

紅
花
生
産
量
日
本
一
！

「
見
て
」「
ふ
れ
て
」「
食
べ
て
」

楽
し
む
２
日
間
で
す
。

　

ご
家
族
み
な
さ
ん
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
10
日
（
土
）
～
11

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

滝
野
交
流
館
・
萩
野

大
日
堂
・
十
王
八
卦
地
区

■
問
い
合
わ
せ　

町
観
光
協
会

（
☎
86

－

０
０
８
６
）

朝
日
連
峰
夏
山
開
き

▼
い
つ　

６
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～

▼
ど
こ
で　

朝
日
連
峰
鳥
原
山　

朝
日
獄
神
社
前

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
な
ど

▼
交
通　

当
日
午
前
６
時
に
役
場

前
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
バ
ス
乗
車
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

６
月
17
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業

振
興
課
観
光
係
（
☎
85

－
６
１
２

６
）

今
年
も
の
～
ん
び
り
し
て
み

ま
せ
ん
か
！

「
の
ど
か
村
ま
つ
り
」

▼
い
つ　

６
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

い
き
い
き
深
山
郷

「
の
ど
か
村
」

▼
内
容　

青
竹
流
し
ソ
ー
メ
ン
、

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
、
工
芸
体
験
や

山
菜
い
っ
ぱ
い
の
直
売
所
な
ど
を

準
備
し
ま
す
。

※
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
先
着
20
人

　

ま
で
と
な
り
ま
す
。

おしらせ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

廃
棄
処
分
に
つ
い
て

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
、
マ

ル
チ
な
ど
の
廃
棄
処
理
を
行
い
ま

す
。
処
分
の
必
要
な
か
た
は
事
前

に
お
申
し
込
み
の
う
え
、
当
日
会

場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
18
日
（
金
）

○
川
西
地
区　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

○
川
東
地
区　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
鮎
貝
選
果
場

▼
処
理
料
金　

バ
ラ
持
ち
込
み
は

１
㌔
グ
ラ
ム
当
た
り
45
円（
税
別
）

▼
申
込
期
限
・
方
法　

６
月
10
日

（
木
）
ま
で
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
指
定
専
用
処
理
袋
を
Ｊ

　

Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
購

　

入
し
、
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き

　

ま
す
。

※
廃
プ
ラ
運
搬
時
は
車
両
へ
の
表

　

示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

（
☎
85

－

２
１
２
１
）

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

よ
さ
こ
い

「
響
」（
①
午
前
11
時
30
分
、
②

午
後
１
時
30
分
）

▼
そ
の
他　

食
事
、
体
験
料
な
ど

は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
、
内
容
を
変
更
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深
山

郷
の
ど
か
村（
☎
85

－

０
３
８
０
）

家
庭
教
育
講
座

『
白
鷹
の
郷
土
料
理
を
作
ろ
う
』

　

昔
か
ら
伝
わ
る
白
鷹
の
郷
土
料

理
を
講
師
の
か
た
か
ら
教
わ
り
、

実
習
後
み
ん
な
で
試
食
を
楽
し
み

ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
ま
で

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
栄
養
相
談
室

▼
内
容　

「
し
ら
た
か
の
食
の
暦
」

を
使
っ
て
夏
の
郷
土
料
理
を
作
り

ま
す
。

▼
講
師　

健
康
づ
く
り
推
進
員

▼
会
費　

大
人
５
０
０
円

　
　
　
　

子
ど
も
３
０
０
円

▼
持
ち
物　

箸
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

▼
定
員　

20
人
（
料
理
に
関
心
の

あ
る
、
妊
婦
、
子
育
て
中
の
か
た
、

お
父
さ
ん
、
ご
家
族
み
ん
な
で
ど

う
ぞ
）

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
必
要
な
か
た
は
事
前
に
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
係
（
☎
85

－

６
１

４
７
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
子
育

て
支
援
係
（
☎
86

－

０
２
１
２
）

置
賜
社
会
教
育
振
興
会
・
置

賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協

議
会
合
同
研
修
会（
講
演
会
）

　
▼
い
つ　

６
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白

鷹▼
演
題　

「
子
ど
も
も
大
人
も
輝

く
元
気
な
社
会
へ
！
～
地
域
の
力

を
教
育
に
生
か
す
～
」

▼
講
師　

野
口
克
海
氏
（
大
阪
教

育
大
学
監
事
）

▼
対
象　

社
会
教
育
・
学
校
教
育

関
係
者
な
ど
関
心
の
あ
る
か
た

▼
申
込
締
切　

６
月
16
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
係
（
☎
85

－

６
１

４
７
）
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「
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い

ふ
る
さ
と
運
動
」

　

今
年
も
７
月
４
日
（
日
）
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
で

計
画
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
区
長
・
町
内
長
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

犬
の
フ
ン
に
つ
い
て

　

犬
の
飼
い
主
の
か
た
に
は
、
登

録
や
狂
犬
病
予
防
接
種
な
ど
法
律

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
飼
い
主
と
し

て
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
散
歩
の
際
の
フ
ン
の
始
末

は
飼
い
主
と
し
て
守
る
べ
き
当
然

の
マ
ナ
ー
で
す
。
散
歩
な
ど
の
際

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
歩
き
、

必
ず
持
ち
帰
り
処
理
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
、
多
く
の
か
た
が
た
が
利

用
す
る
公
園
な
ど
で
の
フ
ン
は
目

に
つ
き
や
す
く
大
変
迷
惑
と
な
り

ま
す
の
で
始
末
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
実
施
し
た
狂
犬

病
予
防
注
射
の
際
に
、
フ
ン
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
帰
ら
れ
た
か
た
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
注
意

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
町
民
課
く
ら
し
環
境
係

（
☎
85

－
６
１
３
１
）

教
科
書
展
示
会
を
行
い
ま
す

　

平
成
23
年
度
か
ら
小
学
校
で
使

わ
れ
る
教
科
書
が
変
わ
る
こ
と
に

伴
い
、「
教
科
書
展
示
会
」
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
と
場
所

①
６
月
21
日
（
月
）～
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

白
鷹
町
立
図
書
館

②
６
月
18
日
（
金
）
～
７
月
７
日

（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
、

　

日
は
除
く
）

　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
５
階
教

　

育
相
談
室（
教
科
書
セ
ン
タ
ー
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
（
☎
85

－

６
１
４
４
）

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

　

農
繁
期
を
迎
え
て
、
有
害
鳥
獣

（
熊
、
カ
ラ
ス
な
ど
）
の
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
河
川
で

は
カ
ワ
ウ
・
ア
オ
サ
ギ
な
ど
に
よ

る
魚
の
食
害
が
出
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
は
有
害
駆
除
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
事
故
防
止
に
つ
き
ま
し
て

は
万
全
を
期
し
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
駆
除
期
間　

６
月
～
11
月
こ
ろ

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
支
店
（
☎
85

－

２
１
２

１
）
ま
た
は
、
産
業
振
興
課
（
☎

85
－

６
１
２
５
）、
西
置
賜
漁
業

協
同
組
合
（
☎
85

－

６
１
０
７
）

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
が

１
０
０
円
に
な
り
ま
す
！

　

あ
や
め
公
園
開
園
１
０
０
周
年

を
記
念
し
て
、
１
０
０
円
で
乗
車

で
き
る
臨
時
列
車
（
赤
湯
～
長
井

間
）
を
運
行
し
ま
す
。

▼
臨
時
列
車
「
あ
や
め
号
」

▼
運
行
期
間　

６
月
12
日
（
土
）

～
30
日
（
水
）
ま
で

▼
運
行
区
間　

赤
湯
駅
～
長
井
駅

間
の
各
駅
停
車

▼
運
行
時
間　

臨
時
便
と
し
て
期

間
中
毎
日
２
便
運
行

○
１
便　

赤
湯
発
午
前
９
時
29
分

　

～
長
井
着
午
前
10
時

○
２
便　

長
井
発
午
前
10
時
８
分

　

～
赤
湯
着
午
前
10
時
38
分

▼
運
賃　

１
０
０
円
（
臨
時
便
の

み
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
株
式

会
社
（
☎
88

－

２
０
０
２
）

荒
砥
高
校
同
窓
会
の
お
知
ら
せ

▼
い
つ　

６
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
６
時
～

▼
ど
こ
で　

パ
レ
ス
松
風

▼
会
費　

２
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
校
同
窓

会
事
務
局　

五
十
嵐
（
☎
85

－

０

３
７
５
）

多
重
債
務
無
料
相
談
会

改
正
賃
金
法
完
全
施
行
１
１
０
番

　

改
正
貸
金
業
法
の
完
全
施
行
に

伴
い
、
サ
ラ
金
か
ら
の
新
規
借
入

が
で
き
な
い
な
ど
の
相
談
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
山

形
県
弁
護
士
会
で
は
無
料
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
相
談
で
き
る
内
容　

多
重
債
務

問
題
（
年
収
の
３
分
の
１
以
上
借

入
を
し
て
い
て
、
今
後
借
入
が
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
た
、

専
業
主
婦
、
個
人
事
業
主
、
低
収

入
、
無
収
入
で
サ
ラ
金
か
ら
の
借

入
が
あ
る
か
た
な
ど
）

▼
相
談
方
法

○
面
接
相
談
（
弁
護
士
会
館
）

・
山
形
市
七
日
町
２

－

７

－

10

　

ナ
ナ
ビ
ー
ン
ズ
８
階

○
電
話
相
談
（
特
設
☎
０
２
３

－

６
６
６

－

３
０
５
３
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
弁
護
士

会
（
☎
０
２
３

－

６
２
２

－

２
２

３
４
）

戸別所得補償モデル対策の

受付が始まりました

▼我が国の食料自給率向上と農業の再生
を目指す対策です。

水田農家の皆さまへ！

▼加入申請期限は６月30日です。
▼ご相談は、白鷹町水田農業推進協議会
（市町村、ＪＡなど）、農政事務所まで。
■問い合わせ
・産業振興課農業振興係
　（☎85－6127）

・ＪＡ山形おきたま白鷹支店振興担当

　（☎85－2121）

　　戸別所得補償　　　　検索

　
http://www.maff.go.jp
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募　集

広告

河
川
の
支
障
木
を
利
用
し
ま

せ
ん
か

　

県
が
伐
採
し
た
木
を
無
償
で
提

供
し
ま
す
。
た
だ
し
、
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

自
ら
持
ち
帰
れ
る
個
人

▼
引
渡
し
場
所　

野
川
谷
地
橋

（
長
井
市
宮
地
内
）、
白
川
上
白

川
橋
（
飯
豊
町
黒
沢
地
内
）、
置

賜
総
合
支
庁
小
国
分
所
（
小
国
町

小
国
小
坂
町
地
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
置
賜
河
川
砂
防
課
維
持
調
査
担

当
（
☎
88

－

８
２
３
３
）

森
林
ガ
イ
ド
の
ご
案
内

▼
西
吾
妻
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
高
山

植
物
鑑
賞

▼
い
つ　

７
月
10
日（
土
）小
国
発

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時
解
散

※
登
山
に
適
し
た
服
装
・
装
備
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

20
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

▼
参
加
費　

３
０
０
０
円

▼
申
込
期
間　

６
月
25
日
（
金
）

～
７
月
５
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
森

林
管
理
署
森
林
ふ
れ
あ
い
係
（
☎

62

－

２
２
４
６
）

視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
加
入
資
格　

視
覚
障
害
で
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
、

ま
た
は
視
覚
障
害
者
の
福
祉
向
上

に
賛
同
く
だ
さ
る
か
た
。

▼
年
会
費　

１
５
０
０
円

▼
募
集
期
間　

通
年

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
西
置
賜
視

覚
障
害
者
福
祉
協
会　

青
木
（
☎

87

－

９
０
２
８
）

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

大
学
で
す
。
１
科
目
か
ら
で
も
学

べ
ま
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ

ん
。
募
集
要
項
は
無
料
で
送
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
大
学
説
明
会　

７
月
４
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー

▼
募
集
期
間　

６
月
１
日
（
火
）

～
８
月
31
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
山
形

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－
６

４
６

－

８
８
３
６
）

「
小
型
車
両
系
建
設
機
械
運

転
技
能
研
修
」
受
講
生
募
集

　

小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
機
体

重
量
３
㌧
未
満
、
整
地
・
運
搬
・

積
込
み
用
お
よ
び
掘
削
用
）
の
特

別
教
育
で
す
。
労
働
安
全
衛
生
法

第
59
条
に
基
づ
い
た
特
別
教
育
修

了
証
を
取
得
で
き
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

７
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

21
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

▼
申
込
方
法　

①
希
望
コ
ー
ス
②

郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
７
月
６
日

（
火
）
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
あ
ぐ
り
ん
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
（http://agrin.jp

内
テ

　

ー
マ
別
情
報
『
農
業
大
学
校
』

　

→
サ
ブ
メ
ニ
ュ
ー
『
研
修
部
』）

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

立
農
業
大
学
校
研
修
部
（
☎
０
２

３
３

－

22

－

８
７
９
４
）

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

講
習
受
講
者
募
集

▼
講
習
期
間　

８
月
９
日
（
月
）

～
12
日
（
木
）
の
４
日
間

▼
ど
こ
で　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
長
井
市
）
ほ
か

▼
内
容　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
操

作
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
会

▼
募
集
人
数　

20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
資
格　

60
歳
台
前
半
の
か

た
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

有
す
る
か
た

▼
申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
受
講
料　

無
料
（
服
装
、
雨
具

な
ど
の
準
備
は
各
自
）

▼
締
め
切
り　

７
月
12
日
（
月
）

必
着

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

（
社
）

長
井
･
西
置
賜
地
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　

〒
９
９
３

－

０
０

０
３
長
井
市
東
町
２
番
12
号
（
☎

84

－

４
５
３
５
）

山
形
県
医
師
修
学
資
金
貸
与

者
募
集

　

県
内
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る

医
師
を
確
保
す
る
た
め
、
大
学
に

お
い
て
医
学
を
履
修
す
る
か
た
に

修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。
県
内

の
公
立
病
院
な
ど
に
勤
務
す
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
貸
与
し

た
修
学
資
金
を
返
還
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
貸
与
額　

１
５
０
～
２
０
０
万
円

▼
募
集
期
間　

６
月
14
日
（
月
）

～
７
月
13
日
（
火
）

※
貸
与
額
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
健
康
福

祉
部
地
域
医
療
対
策
課
医
師
確
保

担
当
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２

２
５
８
）
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みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪
通

ＦＣホークスガールズ　（代表・コーチ　橋本一馬さん）

◆
結
成
は
い
つ
で
す
か
？

�
平
成
21
年
�
月
�
�
�

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

�
町
内
全
域
�
10
代
後
半
�
50
代

�
女
性
18
人
�
活
動
�
�
�
�
�
�

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

�
�
�
�
�
�
�
少
�
�
�
�
�

�
�
�
�
保
護
者
�
�
�
�
�
�

大
会
�
開
催
�
�
�
�
�
�
�
�

大
会
�
参
加
�
�
�
�
�
練
習
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
ま
す
か
？

�
基
本
�
�
�
�
�
蹴
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
紅
白
戦
�

体
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

練
習
�
�
�
行
�
�
�
�
�
�

◆
練
習
は
い
つ
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

�
月
曜
日
�
�
�
�
�
�
�
�
�

終
�
�
�
�
�
�
子
�
�
�
�
�

一
緒
�
山
峡
体
育
館
�
練
習
�
�

金
曜
日
�
東
陽
�
里
�
�
�
�
�

�
汗
�
流
�
�
�
�
�
�

◆
最
後
に
ひ
と
言

�
�
�
�
�
�
�
誰
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
楽
�
�
�

�
�
目
的
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
子
�
�

�
�
会
話
�
変
�
�
�
楽
�
�
仲

間
�
増
�
�
�
�
年
代
問
�
�
一

緒
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

募
集
�
�
�
�
�
�
興
味
�
�
�

�
�
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�

�
�
子
�
�
�
一
緒
�
�

�
連
絡
先�

土
屋
�
☎
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

VOL.6

▼

山
峡
体
育
館
で
の
練
習
風
景

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
て（
２
月
）

▼

楽
し
む
こ
と
が
第
一
！

広告



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
中　山　大　滝　菊　郎　75
畔　藤　小　口　重　次　95
萩　野　川　部　き　り　79
十　王　　堀　　ち　ゑ　90
畔　藤　鈴　木　芳　吉　81
荒砥乙　鈴　木　保　雄　86
鮎　貝　黒　澤　吉　三　63
荒砥乙　中　村　キ　ヌ　72
荒砥甲　齋　藤　き　ぬ　95
菖　蒲　小　関　昭　浩　43
鮎　貝　黒　澤　嘉　蝶　82
広　野　鈴　木　　　　　76
畔　藤　吉　田　ち　よ　84
鮎　貝　吉　池　絢　子　86
山　口　鈴　木　勝　義　66
荒砥甲　髙　橋　や の　91
十　王　鈴　木　富　貴　103

【5月1日～5月31日届出】

�
高
い
山
の
日
�
�
月
13
日
�、
登

山
道
に
�
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
残
雪
が
�

�
ま
し
た
が
、�
�
が
い
�
�
と
呼
�

れ
る
と
こ
ろ
で
自
然
の
雪
解
�
水
を

飲
ん
だ
�
、
朝
日
町
の
か
た
や
鷹
山

小
学
校
の
児
童
�
保
護
者
と
�
い
さ

つ
を
交
�
し
な
が
ら
白
鷹
山
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

約
�
時
間
の
道
の
�
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
と
交
�
し
た
気
持
�
の
�
い

�
い
さ
つ
が
疲
れ
を
と
�
て
く
れ
る

�
�
で
し
た
。
�
ら
た
め
て
�
い
さ

つ
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

�
最
近
、
山
菜
採
�
に
�
る
遭
難
事

故
が
新
聞
紙
面
を
に
�
�
�
て
い
ま

す
。
町
内
で
�
�
�
の
目
撃
情
報
も

�
る
�
�
で
す
の
で
、
山
菜
採
�
な

ど
山
に
入
る
際
の
装
備
に
�
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。　

�
お
お
た
き
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

畔　藤 菅間
務 怜

れ

　央
お

真由美

十　王 原田
賢 哲

てっ

　慎
しん

祐　子

鮎　貝 須貝
京　佑 翼

つばさ

明　美

荒砥甲 衣袋
智　也 暖

は る

　人
と

祥　子

高　玉 金田
学 陽

ひ

　優
ゆ う

紘　子

十　王 佐藤
英　人 颯

は や

　人
と

幸　子

荒砥乙 渋谷
克　幸 芽

め

　以
い

郁　恵

畔　藤 小林
健　治 咲

さ

　結
ゆ み

洋　美

山　口 宮澤
昭　博 咲

さ

　妃
き

静　枝

高　玉 金田
禎　史 彩

あ や

　花
か

美由紀

横田尻 荘子
高　志 楓

ふ う

　雅
が

千　晶

荒砥甲 川合
雄　介 心

み

　優
ゆ

彩　香

広　野 金子
功 結

ゆ

　月
づ き

和　美
N

o.1042
2010-6

-14

　　氏　　　名　　　  住所

（小　口　貴　幸　　高　岡
片　山　明日香　　高　玉

（布　施　直　裕　　中　山
　平　　千　夏　　村山市

（鈴　木　裕　太　　広　野
田　勢　未寿鈴　　山　口

（布　川　弘　幸　　鮎　貝
髙　橋　江里子　　長井市

（飛鳥井　訓　久　　十　王
海　藤　史　絵　　山形市

（大　瀧　和　人　　山　口
宮　城　夕　美　　鮎　貝

ご結婚おめでとう
ご冥福をお祈りします
紺野貞郎元町長（白鷹町名誉町民）

　昭和55年10月から平成12年10月までの５期
20年間にわたり町長を務められた紺野貞郎氏
が、６月１日お亡くなりになりました。
　紺野氏は在職中、「健康と福祉の里」づくり
に尽力され、町立病院や健康福祉センター、

町民保養センター「パレス松風」の整備や国道348号線開通など、白
鷹町の発展に多大な功績を残されました。
　その間、県町村会長、全国過疎地域活性化連盟副会長などを歴任さ
れており、それらの功績により、平成13年３月名誉町民になられまし
た。告別式（紺野家・白鷹町による合同葬）は下記日程により行
われます。

　記
　▼日　程　６月20日（日）　午後１時30分～
　▼会　場　東中学校体育館
　▼その他　詳細については、個別配布の「役場からのお知らせ」を
　　　　　　ご覧ください。

紺野貞郎氏　略歴

　公職歴
　昭和42年５月～　　49年12月　白鷹町議会議員
　昭和49年12月～　　55年９月　白鷹町収入役
　昭和55年10月～平成12年10月　白鷹町長（５期20年）

　表彰歴
　平成13年３月　　白鷹町名誉町民
　平成13年11月　　勲四等旭日小綬章受章（自治功労）


